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本日のアジェンダ

• 共通の特色について

• 各新聞の特色

『デイリー・メール』歴史アーカイブ 1896-2016年

『メール・オン・サンデー』歴史アーカイブ 1982-2011年

• デモンストレーション

• Gale Digital Scholar Lab について

• 研究トピック・関連資料のご案内



共通の特色

• 創刊号以来の全紙面を、図版・広告も含めすべてデジタル化

• 記事全文、記事タイトル、著者名、セクション、記事種別、年代な

どによる検索機能

• 記事毎の切り抜き表示／ページ全体表示の切替機能

• 日付を指定しての閲覧機能

• ビジュアル検索機能（Topic Finder / Term Frequency）

• Gale Primary Sources プラットフォームでの横断検索

• Gale Digital Scholar Lab（別売）でのテキストマイニングに対応
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英大衆紙『デイリー・メール』歴史アーカイブ 1896-2016年
Daily Mail Historical Archive, 1896-2016

• 1896年創刊、従来の高級紙と一線を画す平易・簡潔な報道スタイ

ルでイギリスのジャーナリズムに革命的変化をもたらした大衆紙

『デイリー・メール』の歴史アーカイブ

• 論調は保守的、読者層は高級紙と大衆タブロイド紙の中間（「ミドル

マーケット」とも）、女性読者が男性読者よりもやや多い

• 日刊紙（月曜～土曜発行、日曜は休刊）

• 本アーカイブは1923～1931年に大西洋横断客船上でのみ発行さ

れた「Atlantic Edition」も合わせて収録

• 1896年～2005年1月15日はマイクロフィルム・ベース（モノクロ）、

2005年1月16日～2016年はフルカラーで収録

• 号数50,262、ページ数121万、記事数760万

概 要
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英大衆紙『デイリー・メール』歴史アーカイブ 1896-2016年
Daily Mail Historical Archive, 1896-2016

• 創刊者アルフレッド・ハームズワース（1865-1922, 後にノースクリフ子爵）が打

ち立てた中間層の一般読者も読みやすい平易で簡潔なスタイル、感情や好奇

心に訴える内容といった新しい新聞像は「ノースクリフ革命」とも言われる。

• 女性を意識した紙面作り、戦争の際の愛国心をあおる論調なども功を奏し、『デ

イリー・メール』の発行部数は第一次大戦前には英国一の70万部にも達した。

• 彼の死後は弟のハロルド（1868-1940, 初代ロザミア子爵）が経営を引き継ぎ、

以降は代々ロザミア子爵が所有権を継承、現在はジョナサン（第４代ロザミア子

爵）が親会社の会長兼筆頭株主を務める。

創業者アルフレッド・ハームズワース（ノースクリフ子爵）
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高級紙『タイムズ』との比較：紙面構成（1896年5月4日号）



英大衆紙『デイリー・メール』歴史アーカイブ 1896-2016年
Daily Mail Historical Archive, 1896-2016
高級紙『タイムズ』との比較：Ｃ・Ｓ・ロールズの飛行機事故死（1910年7月13日号）
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"Aeroplane Accident." Times, 13 July 1910, p. 12. The 
Times Digital Archive, 
link.gale.com/apps/doc/CS201521901/TTDA?u=asiade
mo&sid=bookmark-TTDA&xid=6e0da1b7

"Cause of the Fall." Daily Mail, 13 July 1910, p. 7. Daily 
Mail Historical Archive, 
link.gale.com/apps/doc/EE1866539123/DMHA?u=asia
demo&sid=bookmark-DMHA&xid=10874986

（ロールズの）体が引き上げられ、壊れた機体

の上に寝かされると、わずかに動きが見られた

ため、人口呼吸が試みられた。医師のハーディ

氏が到着するとエーテルが投与された。これは

しかし絶望的な試みで、医師は衝撃による即死

との見解を述べた。

約１分間 ― それはとてつもなく長く感じられ

る１分間だった ― 医師はてきぱきと検査を

行った。それから立ち上がると姿勢を正し、首

を横に振った。陽光のもとに集まった沈黙の

群衆の間に口づてに短い言葉が囁かれた。

「彼は死んだ」と。



英大衆紙『デイリー・メール』歴史アーカイブ 1896-2016年
Daily Mail Historical Archive, 1896-2016

• 『デイリー・メール』は戦争や帝国拡大などの場面で愛

国的な報道・キャンペーンを行ったことで知られる。

• ボーア戦争が勃発すると、ノースクリフは意気投合した

Ｒ・キプリングとともに戦費調達の基金を設置、キプリン

グ書下ろしの檄詩を掲載し、数週間のうちに25万ポン

ドもの寄付を集めた。（1899年10月31日）

• 第一次大戦時に破壊力の高い砲弾の不足が露呈する

と、ノースクリフは社説上で陸相キッチナーを名指しで

批判した（1915年5月21日）。“英雄”キッチナーへの批

判は大きな反発を生み、一時的に売上部数を減らすも

アスキス政権崩壊の一因となった。

『デイリー・メール』と戦争・帝国主義
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英大衆紙『デイリー・メール』歴史アーカイブ 1896-2016年
Daily Mail Historical Archive, 1896-2016

• 『デイリー・メール』は単に出来事を取材するのみならず、早く

から読者を巻き込んだ紙面上のさまざまなキャンペーンや運

動を行ってきたことでも知られる。

• 全粒粉パン食のすすめ（1911）、斬新な帽子デザインの公募

（1920）、ネス湖の海獣・イェティの目撃情報募集（1933, 

1953）など、真剣なものから遊び半分のものまで読者に多く

の話題を提供してきた。

• 中にはドーバー海峡横断飛行（1909）、ベトナム戦争孤児の

護送（1975）、黒人青年スティーブン・ローレンス殺害容疑者

の糾弾（1997）のように社会を動かしたものも少なくない。

『デイリー・メール』とキャンペーン・運動
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英大衆紙『デイリー・メール』歴史アーカイブ 1896-2016年
Daily Mail Historical Archive, 1896-2016

• ノースクリフは創刊当初から女性読者の重要性に気づ

き、女性を意識した紙面づくりを行った。

• 最新のファッション、レシピなどを記載した創刊当初の

「Daily Magazine」欄、連載小説、1908年に始まった

「理想の住まい」展、1968年に新設された「FEMAIL」欄

などはいずれも中流家庭の女性読者に人気だった。

• ただし『デイリー・メール』の描く女性像はおおむね保守

的・家庭的なもので、女性運動家やシングルマザーな

どに対しては冷ややかな視点で書かれることも多い。

『デイリー・メール』と女性読者
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英大衆紙『デイリー・メール』歴史アーカイブ 1896-2016年
Daily Mail Historical Archive, 1896-2016

• 1923年～1931年の間、英国サウサンプトン港～米ニューヨーク港

を往復するキュナード汽船内で毎朝発行された乗客向けの版。

• ニュース記事はロンドンもしくはニューヨークの基地局から無線受

信され、あらかじめ用意された広告・文化欄などと合わせて船内で

編集・組版・印刷された。富裕層向けの内容でアメリカ関係が多め。

• 本データベースではアソシエーテッド社の保管する貴重な原本より

４万ページをデジタル化。通常のメタデータのほかに船の名称と運

航方向（東西のいずれか）を付加している。

ATLANTIC EDITION について
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英日曜紙『メール・オン・サンデー』歴史アーカイブ 1982-2011年
Mail on Sunday Historical Archive, 1982-2011

• 1982年創刊、『デイリー・メール』の姉妹紙である英国の日曜紙

『メール・オン・サンデー』の歴史アーカイブ。

• 論調や読者層は『デイリー・メール』のそれと重なるが、独自の編集

方針や視点を持つ。また、週１回刊の特性を活かし、調査・暴露報

道、社会問題、セレブ・芸能、コラム、文化、娯楽、スポーツ、旅行な

どに力点をおく。英国を代表する人気日曜紙のひとつ。

• 日曜紙（週１回発行）

• 号数 約1,500、ページ数 約16万

概 要
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新リリース!!



英日曜紙『メール・オン・サンデー』歴史アーカイブ 1982-2011年
Mail on Sunday Historical Archive, 1982-2011

“EXCLUSIVE” 独占記事・スクープの数々
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イラク戦争前夜のサダム・フセイン独占インタビュー
（2002年8月11日）

ナディア・コマネチ亡命直
後の独占インタビュー
（1989年12月3日）

覆面アーティスト、バンクシーの
正体（2008年7月13日）

英軍機密施設の神経ガス人
体実験（1987年7月12日）



英日曜紙『メール・オン・サンデー』歴史アーカイブ 1982-2011年
Mail on Sunday Historical Archive, 1982-2011

反イラク戦争デモ：姉妹紙『デイリー・メール』とのスタンスの違い
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『メール・オン・サンデー』 2003年2月16日 『デイリー・メール』 2003年2月17日

アナキストや扇動家たちに交じって、

多数を占める穏健な中流イングランド

人が心から平和を訴えていた

何千という怒り心頭の群衆が集まり、

かつてない規模でロンドンを練り歩き

憤りと不満を表していた



英日曜紙『メール・オン・サンデー』歴史アーカイブ 1982-2011年
Mail on Sunday Historical Archive, 1982-2011

スター・ジャーナリストによるコラム
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ピアーズ・モーガン

ピーター・ヒッチンズ

ジュリー・バーチル

ノーマン・テビット ジョン・ジュナー



16

デモンストレーション



二つのプラットフォーム

Gale Primary Sources
横断検索・閲読用

Gale Digital Scholar Lab
テキストマイニング用（別売）



分析の例：2003年のイラク戦争関係記事における頻出２語フレーズ
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『メール・オン・サンデー』『デイリー・メール』



分析の例：フェミニズム関係の記事の感情分析



『デイリー・メール』『メール・オン・サンデー』歴史アーカイブ 
Daily Mail Historical Archive / Mail on Sunday Historical Archive

• イギリス史

• 大英帝国史

• 英国人と戦争

• イギリス社会史

• イギリス政治史

• 文化史・大衆文化史

• 女性史・ジェンダー史

• イギリス人の階級意識

• ジャーナリズム史

研究トピックの例 関連するGALE商品



先生方へのユーザー・インタビュー集もぜひご覧ください！

インタビュー集： www.gale.com/jp/interviews
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加藤洋介先生
（西南学院大学）

デイリー・メールはやはり大衆的な
関心を強く意識した新聞だったので
しょう。（…）デイリー・メールは、未来
派と同じように20世紀が大衆の時

代であることを強く意識した新聞
だったと言えるでしょう。

菅靖子先生
（津田塾大学）

デイリー・メールの女性読者は平均
的な女性だと考えればよいと思いま
す。（…）女性運動家とそうではない

女性の現実的な温度差が、デイ
リー・メールを通しても透けて見えて
くるかもしれません。

中川麻子先生
（大妻女子大学）

生活文化の視点から見ると、タイム

ズは事実、史実の集まりというイ

メージが強く、政治的な問題につい

ての国家の判断を知るにはタイム

ズを参照するのがよいわけですが、

普通の国民の考えや興味を知りた

ければ、デイリー・メールを参照す

るのが一番です。
佐藤元状先生

（慶應義塾大学）

研究者の立場からは、高級紙だけ

を読んでいても時代のことはよく分

からない。ある種の時代の本音を

知るためには、むしろ大衆紙まで

見なければならない。大衆紙には

センセーショナルな性格がありま

すが、逆に言うと時代の大きな感

情の流れをそこに見ることができる

のです。
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ご清聴ありがとうございました。

無料トライアルのお申込み・お問い合わせは下記まで

GaleJapan@cengage.com

www.gale.com/jp

twitter.com/gale_japan
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